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四゚ 三。 ニ。 ゜
解
答
上
の
注
意

国
語
教
育
専
攻
の
入
学
試
験
問
題
は
、

い
ま
す
。

①
「
専
門
科
目
・
選
択
」
は
、
出
願
時
に
届
け
出
た
研
究
指
導
・
指
導
教
員
の
専
門
分
野
に
よ
り
、
左
記
の
表
の
「
解
答
す
べ
き
問
題
」
（
選

択
―

S
選
択
八
）
を
解
答
し
な
さ
い
。
な
お
、
「
解
答
す
べ
き
問
題
」
以
外
を
解
答
し
た
場
合
、
当
該
解
答
は
「
0
点
」
と
な
り
ま
す
。

②
「
専
門
科
目
・
共
通
」
は
、
出
願
時
に
届
け
出
た
研
究
指
導
・
指
導
教
員
の
専
門
分
野
に
よ
り
、
左
記
の
表
の
「
解
答
す
べ
き
問
題
」
（
共

通
A
S
D
の
い
ず
れ
か
一
問
）
を
解
答
し
な
さ
い
。
な
お
、
「
解
答
す
べ
き
問
題
」
以
外
を
解
答
し
た
場
合
、
当
該
解
答
は
「
0
点
」
と

な
り
ま
す
。

解
答
用
紙
は
、
「
問
題
番
号
」
ご
と
に
一
枚
使
用
す
る
こ
と
。
全
て
の
解
答
用
紙
の
所
定
欄
に
、
受
験
番
号
・
氏
名
・
研
究
指
導
名
・
指
導

教
員
名
、
な
ら
び
に
「
問
題
番
号
」
（
例
「
選
択
八
」
・
「
共
通

A
」
な
ど
）
を
必
ず
記
入
す
る
こ
と
。

解
答
用
紙
の
ホ
ッ
チ
キ
ス
は
、
は
ず
さ
な
い
こ
と
。
ま
た
、
無
解
答
の
解
答
用
紙
で
も
提
出
す
る
こ
と
。

問
題
用
紙
は
「
＋
七
枚
」

（
本
ペ
ー
ジ
含
む
）
、
解
答
用
紙
は
「
二
枚
」
で
す
。
必
ず
枚
数
を
確
認
す
る
こ
と
。
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近 中 古 古 古 古 日 国
代 国 典 典 典 典 本 語
文 古 文 文 文 文 語 教
学 典 学 学 ｝ 子 ｝ 子 ｝ 子 ギ自
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邑子 IV Il[ II I 日 解門
本 答科
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世 世 古 代 教
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文 文 文 文 云目 き冨
学 た子 p 子 ｝ 子 を 問択

含 題—
む で
ヽ

〔
専
門
科
目
・
選
択
〕

（
配
点

6
0
%
)
と
〔
専
門
科
目
・
共
通
〕

〔
専
門
科
目
〕

【
国
語
教
育
専
攻
】

二
0
二
五
年
度

修
士
課
程
外
国
学
生
入
学
試
験
問
題

早
稲

大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

以
上

（
配
点

4
0
%
)
と
に
分
か
れ
て

ー
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べ
な
さ
い
。

P
I
S
A
型
読
解
力
の
特
徴

教
員
が
行
う
教
材
研
究
の
方
法
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
教
材
（
作
品
）
を
取
り
上
げ
た
上
て
、
多
角
的
に
述

z
 

M

西
尾
実
と
時
枝
誠
記
に
よ
る
文
学
教
育
・
言
語
教
育
論
争

L
 
全
国
学
カ
・
学
習
状
況
調
査

k
 

二
、
次
の
I
}
N
の
う
ち
か
ら
二
題
を
選
び
、
具
体
的
に
論
じ
な
さ
い
。

益
田
勝
実
の
古
典
教
育
論
の
特
徴

高
校
国
語
科
選
択
科
目
「
文
学
国
語
」
と
「
論
理
国
語
」
の
性
格

J
学
習
指
導
要
領
国
語
編
試
案
（
昭
和
二
十
二
年
）
の
性
格
や
特
徴

ー G
 
「
読
む
こ
と
」
に
お
け
る
精
査
・
解
釈

H

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

E

指
導
と
評
価
の
一
体
化

F

学
習
過
程
の
明
確
化

C

大
村
は
ま

D

伝
統
的
な
言
語
文
化

A
 
「
情
報
の
扱
い
方
」
に
関
す
る
事
項

B
 

二
0
二
五

一
、
次
の
A
S
H
の
う
ち
か
ら
三
題
を
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
簡
潔
に
説
明
し
な
さ
い
。

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
「
国
語
」

※
解
答
に
際
し
て
は
選
択
し
た
問
題
番
号
を
明
記
す
る
こ
と
。

選
択

I...J 

国
語
教
育

門
科
目
。
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専
攻
】
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外

題

大
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次
の

M
S
O
の
う
ち
か
ら
一
題
を
選
び
、
具
体
的
に
論
じ
な
さ
い
。

（
解
答
の
際
に
は
、
選
択
し
た
問
題
番
号
を
明
記
す
る
こ
と
。
）

J
 

GDA  〔
選
択
二
〕

次
の

A
S
L
の
事
項
の
う
ち
か
ら
四
題
を
選
び
、
説
明
し
な
さ
い
。

（
解
答
の
際
に
は
、
選
択
し
た
問
題
番
号
を
明
記
す
る
こ
と
。
）

日
本
語
書
記
法
の
歴
史
と
問
題
点
に
つ
い
て

古
代
語
か
ら
現
代
語
へ
の
、
日
本
語
動
詞
の
活
用
体
系
の
変
遷
に
つ
い
て

国
語
教
育
。
日
本
語
教
育
に
お
け
る
文
法
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て

三
日
本
語
学
が
研
究
対
象
と
し
て
い
る
範
囲
・
分
野
に
つ
い
て
、
専
門
外
の
人
に
も
わ
か
り

や
す
い
よ
う
に
、
具
体
例
を
交
え
な
が
ら
説
明
し
な
さ
い
。
そ
の
際
、
研
究
方
法
や
隣
接
領

域
に
も
触
れ
、
日
本
語
学
研
究
の
意
義
が
明
確
に
な
る
よ
う
に
論
じ
な
さ
い
。

役
割
語

宣
命
体

形
態
素

新
方
言

B

テ
ン
ス

E

四
つ
仮
名

H

語
種

k

謙
譲
語

L
 

ー F C 

松
下
大
三
郎

『
和
名
類
豪
抄
』

不
変
化
助
動
詞

コ
ー
ス
・
デ
ザ
イ
ン

日
本
語
学

門

゜
択

]

『―`

士

゜

--

大
学
大
学
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(

E

)

磐
姫
皇
后

(

I

)

黄
泉
国

(

F

)

柿
本
人
麻
呂

(
J
)
倭
武
天
皇

(

G

)

歌
垣

(

H

)

国
見
歌

(

K

)

ハ
イ
ヌ
ヴ
ェ
レ
型
神
話

〔
選
択
三
〕

古
典
文
学
(

I

)

(

A

)

『
古
事
記
』
の
表
記
体
（
文
体
）

(

B

)

記
紀
神
話

(

C

)

「
古
老
相
伝
旧
聞
異
事
」

(

D

)

『
万
葉
集
』
の
三
大
部
立

上
代
文
学
問
題

一
、
次
の
(

A

)

S

(

D

)

の
う
ち
か
ら
、
二
題
を
選
択
し
て
論
述
し
な
さ
い
。
解
答
の
際
に
は
、
選
択
し
た
問
題
番
号

を
明
記
す
る
こ
と
。

二
、
次
の
(

E

)

S

(

K

)

の
う
ち
か
ら
、
三
題
を
選
択
し
て
簡
潔
に
（
一
題
あ
た
り
解
答
用
紙
五
行
程
度
）
説
明
し
な

さ
い
。
解
答
の
際
に
は
、
選
択
し
た
問
題
番
号
を
明
記
す
る
こ
と
。

三
、
上
代
文
学
作
品
の
享
受
史
を
踏
ま
え
、
そ
の
国
語
科
教
材
と
し
て
の
意
義
と
可
能
性
に
つ
い
て
、
具
体
的
か
つ
簡
潔

に
（
解
答
用
紙
一

0
行
以
内
）
考
え
を
述
べ
な
さ
い
。

（
上
代
文
学
問
題
以
上
）

『

目
。

9,  

『―`

゜

二
0
ニ
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一
、
次
の
(

A

)

S

(

D

)

の
う
ち
、
二
題
を
選
択
し
て
論
述
せ
よ
。

(

A

)

平
安
時
代
の
仮
名
日
記
と
家
集
と
の
関
係

(

B

)

『
枕
草
子
』
の
特
質

(

C

)

紫
式
部
の
出
仕
と
『
源
氏
物
語
』
の
成
立

(

D

)

『
源
氏
物
語
』
の
諸
本
研
究
の
意
義

二
、
次
の
(

E

)

S

(

M

)

の
う
ち
三
題
を
選
択
し
て
、
簡
潔
に
説
明
せ
よ
。

(

E

)

『
箪
物
語
』

(

F

)

『
伊
勢
集
』

(

G

)

『
狭
衣
物
語
』

(

H

)

『
大
鏡
』

(

I

)

『
蜻
蛉
日
記
』
(
J
)
『
と
り
か
へ
ば
や
物
語
』

(

K

)

藤
原
定
子

(

L

)

伝
承
世
界
と
平
安
時
代
の
物
語

(

M

)

平
安
時
代
の
文
学
に
お
け
る
女
房
の
役
割

三
、
中
古
文
学
を
学
校
教
育
で
学
ぶ
意
義
と
は
何
か
、
あ
な
た
の
考
え
を
述
べ
よ
。

r 
戸 -

選

択

四

〕
古
典
文
学
(

r

r

)

中
古
文
学

解
答
に
際
し
て
は
選
択
し
た
問
題
番
号
を
明
記
す
る
こ
と
。
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⑩ 

⑨

職

人

歌

合

⑧

徒

然

草

⑦

と

は

ず

が

た

り

⑥
 

③
 

② 

①
 二

、

⑧
 

〔
選
択
五
〕

文

学

研

究

と

今

昔

物

語

集

古

来

風

体

抄

物

語

二

百

番

歌

合

和

歌

知

顕

集

道

成

寺

縁

起

⑤

撰

集

抄

④

毎

月

抄

次

の

①

S
⑩

の

中

か

ら

ヨ

呵

i

を

選

択

し

て

、

誌

学

研

究

に

つ

い

て

簡

潔

に

説

明

し

な

さ

い

。

⑦

幼

学

書

と

中

世

の

学

問

に

つ

い

て

⑥

古

今

伝

受

と

中

世

の

古

典

学

・

古

典

注

釈

に

つ

い

て

⑤
絵
巻
•
お
伽
草
紙
等
の
絵
の
あ
る
文
学
に
つ
い
て

④

中

世

に

お

け

る

物

語

享

受

に

つ

い

て

③

勅

撰

和

歌

集

と

歌

道

家

に

つ

い

て

②

軍

記

の

生

成

と

展

開

に

つ

い

て

①

説

話

文

学

の

生

成

と

展

開

に

つ

い

て

ヽ

次

の

①

S
⑧

の

中

か

ら

コ

呵

i

を

選

択

し

て

、

詳

し

く

論

述

し

な

さ

い

。

※

解

答

に

際

し

て

は

選

択

し

た

問

題

番

号

を

明

記

す

る

こ

と

。
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典
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⑦ ⑥ ⑤ ④ ③ ② ① 二、 ④ ③ ② ① 一
、
次
の
①
ー
④
の
中
か
ら
二
題
を
選
択
し
て
、

の
際
に
は
、
選
択
し
た
問
題
番
号
を
明
記
す
る
こ
と
。

近
世
期
に
お
け
る
書
籍
の
出
版
・
流
通
に
つ
い
て

近
世
期
に
お
け
る
政
治
改
革
と
文
学
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て

近
世
期
に
お
け
る
雅
文
学
と
俗
文
学
に
つ
い
て

近
世
期
に
お
け
る
『
源
氏
物
語
』
研
究
の
変
遷
に
つ
い
て

次
の
①
＼
⑦
の
中
か
ら
三
題
を
選
択
し
て
、
文
学
史
的
な
視
座
か
ら
簡
潔
に
（
一
題
あ
た
り
解
答
用

゜

紙
五
行
以
内
）
説
明
し
な
さ
い
。
解
答
の
際
に
は
、
選
択
し
た
問
題
番
号
を
明
記
す
る
こ
と

徳
川
光
箇

赤
穂
事
件

『
に
ひ
ま
な
び
』

江
戸
堂
上
派
武
家
歌
壇

天
明
の
京
都
大
火

『
春
雨
物
語
』

『
椿
説
弓
張
月
』

三
、
近
世
文
学
を
学
校
教
育
で
学
ぶ
意
義
に
つ
い
て
、
具
体
的
か
つ
簡
潔
に
（
解
答
用
紙
一

0
行
以
内
）

考
え
を
述
べ
な
さ
い
。

〔
選
択
六
〕

b i 9,  

古
典
文
学
(

W

)

科
目
。

近
世
文
学

択
9, ", 

文
学
史
的
な
視
座
か
ら
詳
し
く
論
述
し
な
さ
い
。
解
答

戸―̀ `

育
専
攻
】

゜

-

度

学
大
学

学
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巳］
(

A

)

毛
伝
鄭
箋

(

E

)

郊
寒
島
痩

(

I

)

『
柳
斎
志
異
』

〔
選
択
七
〕

中
国
古
典
文
学

次
の
文
は
、
北
宋
・
欧
陽
脩
「
秋
声
賦
」
の
一
節
で
あ
る
。
こ
の
文
を
読
ん
で
、
設
問
に
答
え
な
さ
い
。

欧
陽
子
方
夜
讀
書
、
聞
有
整
自
西
南
束
者
。
棟
然
而
聴
之
日
、
「
異
哉
。
初
浙
漉
以
葦
颯
、

忽
奔
騰
而
秤
拝
。
如
波
濤
夜
驚
、
風
雨
螺
至
゜
其
獨
於
物
也
、
鍍
縦
鉾
鉾
、
金
鐵
皆
鳴
。
又
如

①
 

赴
敵
之
兵
、
衡
枚
疾
走
、
不
聞
琥
令
、
但
聞
人
馬
之
行
臀
」
。
予
謂
童
子
、
「
此
何
整
也
。
汝
出

視
之
」
。
童
子
日
、
「
星
月
餃
潔
、
明
河
在
天
。
四
無
人
整
、
在
樹
間
」
。
予
日
、
「
瞳
嗜
、
悲

哉
。
此
秋
整
也
。
胡
為
而
束
哉
」
。
蓋
夫
秋
之
総
朕
也
、
其
色
惨
潅
、
煙
霊
雲
倣
。
其
容
清
明
、

天
高
日
晶
。
其
氣
慄
冽
、
貶
人
肌
骨
゜
其
意
蕪
條
、
山
川
寂
蓼
。
故
其
為
臀
也
、
凄
凄
切
切
、

呼
琥
憤
骰
。
豊
草
緑
網
而
争
茂
、
佳
木
葱
籠
而
可
悦
。
草
彿
之
而
色
妻
、
木
遭
之
而
葉
脱
。
其

②
ー
_

所
以
推
敗
零
落
者
、
乃
其
一
氣
之
餘
烈
。
…
中
略
…
嵯
乎
、
草
木
無
情
、
有
時
瓢
零
。
人

為
動
物
、
惟
物
之
震
。
百
憂
感
其
心
、
萬
事
努
其
形
。
有
動
於
中
、
必
揺
其
精
。
而
況
思
其
力

之
所
不
及
、
憂
其
智
之
所
不
能
。
宜
其
渥
然
丹
者
為
稿
木
、
整
然
黒
者
為
星
星
。
奈
何
以
非
金

石
之
質
、
欲
典
草
木
而
争
榮
。
念
誰
為
之
朕
賊
、
亦
何
恨
乎
秋
臀
°
(
I
I

Ii

但
聞
四
壁
晶
臀
暉
卿
、
如
助
予
之
歎
息
。

〔
設
問
一
〕
傍
線
①
「
予
謂
…
…
来
哉
」
を
、
口
語
訳
し
な
さ
い
。

〔
設
問
二
〕
傍
線
②
「
其
所
…
…
餘
烈
」
を
、
口
語
訳
し
な
さ
い
。

、’ノ‘,'‘

〔
設
問
三
〕
傍
線
③
「
童
子
…
…
歎
息
」
に
つ
い
て
、

A
.
B
二
つ
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

（

（

 

A
書
き
下
し
文
、
も
し
く
は
現
代
中
国
語
の
発
音
記
号
（
排
音
）
表
記
に
改
め
よ
。

x
 

e
口
語
訳
し
な
さ
い
。

〔
設
問
四
〕
右
の
文
は
、
「
賦
」
と
い
う
文
体
で
あ
る
。
こ
の
文
体
の
特
徴
を
簡
潔
に
記
し
な
さ
い
。

□
次
の
ア

S
オ
の
中
か
ら
―
つ
を
選
択
し
、
そ
の
記
号
を
解
答
欄
に
記
し
た
上
で
、
説
明
な
ら
び
に
あ
な
た
の
考
え

を
記
し
な
さ
い
。

ア
古
体
詩
と
近
体
詩
の
相
違
に
つ
い
て

イ
詩
と
詞
の
相
違
に
つ
い
て

ウ
文
言
小
説
と
白
話
小
説
の
相
違
に
つ
い
て

エ
「
漢
文
」
が
「
国
語
」
に
含
ま
れ
る
理
由
に
つ
い
て

オ
日
本
漢
詩
文
の
、
国
語
教
材
と
し
て
の
意
味
に
つ
い
て

巴
一
次
の
（
A
）
S

(

J
)
の
中
か
ら
三
つ
の
項
目
を
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
学
史
な
い
し
は
文
化
史
的
意
味
を
中
心

に
説
明
し
な
さ
い
。

h • 

＇ 

(

B

)

曹
杢
「
典
論
論
文
」

(

C

)

子
不
語
怪
力
乱
神

(

D

)

王
孟
章
柳

(

F

)

韓
柳
の
文

(

G

)

蘇
黄

(

H

)

疸
成
大
「
四
時
田
園
雑
興
」

(
J
)
『
儒
林
外
史
』

問
題

二
五王ロ

コ日

゜
択

]

' 
大

。
外
国
学

駈―‘‘

g
 



＾^^ GDA  
、一／~‘-ヽ

「
高
野
聖
」

宮
本
百
合
子

第
三
の
新
人

(

G

)

 

(

B

)

「
生
活
の
探
求
」

(

E

)

『
種
蒔
く
人
』

(

C

)

永
井
荷
風

(

F

)

『
新
青
年
』

次
の

(

A

)

 

‘‘,-

の
中
か
ら
三
題
を
選
択
し
て
説
明
し
な
さ
い
。

『
』
は
雑
誌
名
を
示
す
）

.

.

(

E

)

 

(

A

)

家
庭
小
説
に
つ
い
て

(

B

)

近
代
文
学
と
大
逆
事
件
に
つ
い
て

(

C

)

農
民
文
学
に
つ
い
て

(

D

)

「
宣
言
一
っ
」
論
争
に
つ
い
て

(

E

)

構
造
主
義
と
文
学
研
究
に
つ
い
て

次
の

(

A

)

 

の
中
か
ら
一
題
を
選
択
し
て
論
じ
な
さ
い
。

近
代
文
学
]

日
本
の
近
代
文
学

と
戦
争
と
い
う
観
点
か
ら
、

あ
な
た
の
考
え
る
と
こ
ろ
を
述
べ
な
さ
い
。

[
選
択
八

「→

゜

L 

ア

゜

--l l 

-

し一
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語が有している語義(LexicalMeaning)とその語が示す文法的な振る舞い方

(Syntactic Behavior)とは、従来考えられていたほど無関係な存在ではない。

語がどういった文法的な振る舞い方ー語の結合能力のあり方や語の形態論的

な特徴ーをするかは、その語がどういった語義を有しているかに密接に関

わっている。密接に同わっているだけでなく、その語にそういった文法的な

振る舞い方の存することの基因が、その語の有している語義のあり方にあ

る、といったこともまた少なくない。語義と文法的な振る舞い方との間に密

接な関係が存することから、文法記述をより包括的により明示的に行うため

には、語の有している語義にも十分注意を払う必要がある、といった帰結が

導き出されてくる。これが筆者の〈語彙論的統語論〉である。

｀峰）
こういった語彙論的統語分析がうまく行きにくい、すなわちなかなか困難

である領域の一つに、副詞がある。これは、副詞と対手たる主要成分との結

合、共起には自由度が高い、言い換えれば、副詞の、対手たる主要成分に対

する従属度が低いことによって、対手たる主要成分あるいは副詞に、共起関

係のあり方をあらかじめ十全に指定しておくことが、なかなか困難であるこ

R 

とから来ている。
（中吟）

副詞的修飾成分は、統語論のはきだめ的存在であるが、情態副詞成分は、

特にその感が強い。程度副詞・陳述副詞以外のものは、総て情態副詞に組み

入れられる、といったことを受けて、脩態副詞成分は、まとまりを欠いた雑

多なものになってしまっている。たとえば、「2土三完成シタ」「塞堡立チ上

ガッタ」「2旦之旦来）レ」「三ユ三L笑ッタ」などの下線部分は、総て情態副詞

成分とされるが、それぞれ、意味一統語的にかなり異なった存在であろう。

文法記述のきめの細かさの拡大を計ろうとすれば、こういったものも、それ

ぞれの位置に的確に位置づけてやることが必要になる。

文は、大雑把に言って、言表態度が言表事態を包んで、有る、といった層
299  999999999'’’’’’’’ 

』且駐皇を有している。文が層的構造を取って存する、といったことを受け

て、副詞の作用域にもレベルの違いが存在する。作用域の点から、副詞には

大きく言表態度の層で働くものと言表事態の層で働くものとがある。情態副

詞成分は、基本的に程度副詞成分とともに言表事態の中で働く（もっとも言

表事態の成分と言表態度の成分との間の移行過程にあるものや、言表事態の

成分として働きながら、言表態度のニュアンスを付け加える、といったもの

がないわけではない）。情態副詞成分は、言表事態の層で働く副詞的修飾成

分である、といった位置づけには不都合はない。しかし、不都合はないもの

の、これだけでは粗くて不十分である。

たとえば、

(1) 彼は壁主上荷物を持ち上げた。

(2) お母さんは洗剤で丁寧に食器を洗っています。

(3) 今さらジタバタ騒いでも無駄だ。

(4) 彼はボロボロに破れた服を着ていた。

(5) あの頃彼によ丘会った。

(6) 堕主彼はカマキリのように痩せた。

の下線部分について言えば、これらは、従来、総て、脩態副詞で形成されて

いる成分とされ、言表事態の中で働いているものの、3(l)から (4)と、 (5)-
(6)とでは、動詞に対する意味一統語的な働きに異なった所がある。

（守峰）
あり方の副詞と頻度の副詞

は、ともに言表事態の層で機能するとは言うものの、細かく見れば、それが

作用する層・レベルが違う。頻度の副詞の作用する層は、あり方の副詞を包

み込んだ層である。あり方の副詞が、動詞の語義の示す動作や変化そのもの

の成立、といった層・レベルで働くのに対して、頻度の副詞は、それを包み

込んだ外側の層・レベルで働く。

あり方の副詞と頻度の副詞のこの作用域の違いは、アスペクトの現象の上

にも明確に表れている。よく知られているように、アスペクトを表すテイル

形は、それが、どういったタイプの語義を有した勁詞に付くかによって、そ

のアスペクト的意味の現れを異にする。

(7) 子供が庭で遊んでいる。

(g) 喉がカラカラに乾いている。

（り）のように、過程を有する主体運動の動詞に付けば、< A >を表

し、 (5)のように、主体変化を示す動詞に付けば、< B >を表

す咆略）つまり、テイル形のアスペクト的意味の現れは、動詞の語義の

表す動きの質に規定されている。動きの質が変われば、テイル形のアスペク

ト的意味の現れも変化する。 Cャ屑伶）
あり方の副詞には、少なくとも二種の意味一統語的に異なった下位類が存

在する。

（り） 彼は答案用紙を旦上ュ上破った。⑬ 上着がボロボロに破れた。

(IO) 彼は丁寧に字を書いている。 ⑭伶 彼はきれいに字を書いた。

(9i) 留金がプチンと外れた。 ⑲ 

V麿 その男はノロノロ立ち上がった。“°

ほ略）
あり方の副詞として一括できはするものの、ん9-(?)から 03までと(J3からqb)

までは、意味一統語的に少しばかり異なった所を有している。

ネックレスがバラバラに外れた。

洗剤で手がガサガサに荒れた。
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①
 

q守認）
以上、あり方の副詞には、少なくとも、意味一統語的に少しばかり異なっ

た様態の副詞と結果の副詞とが存することを見てきた。

（炉絡）
筆者が、結果の副詞を様態の副詞から特立する最も中心的な理由は、結果

の副詞を取りうる動詞には明確な制限が存在する、というところにある。

以下、結果の副詞を取りうる動詞がどのようなものであり、取りえない動詞

がどのようなものであるかを見ていく。

まず、対象に対して、結果の状態を述べることになるもの、つまり他動詞

から見ていく。くまともの受身＞を形成する他動詞の中には、対象への主体

の働きかけが、対象の状態変化を引き起こし、それを対象に残す、といった

あり方を取るものと、主体は対象に働きかけるが、その働きかけによって、

対象は必ずしも状態を変化させることを必要としないものとがある。たとえ

ば、「切リ裂ク」を例に取れば、主体の「切リ裂ク」という対象への働きかけ

は、対象を切り裂かれた状態に変化させてしまう。それに対して、「殴）レ」の

場合は、主体の対象への「殴）レ」といった働きかけは、その結果として対象の

状態変化を必ずしも引き起こすわけではない。前者「切リ裂ク」は、対象の状

態変化を引き起こす他動詞であり、後者「殴ル」は、対象の状態変化を引き起

こすことを必要としない他動詞である。「切リ裂ク」は、次の例が示すよう

に、結果の副詞を取りうる。

⑲ 女は布をズクズタに切り裂いた。

切り裂れた布が、ずたずたの状態になっているのである。 (!9)は「切リ裂カレ

テ、布ガズタズタニナック」を含意している。「ズタズタニ」は、直接的には

動きの結果の対象の状態を示し、そのことによって、切り裂き方を表したも

のである。本章で結果の副詞としたものに当たる。それに対して、

⑲ 男が通行人を｛塾上二／ポカポカ／ボカボカに｝殴っている。

の「激シク」「ポカポカ」「ポカポカニ」は、いずれも、対象の状態について述

べたものではない。この場合は、「＊殴ラレタ通行人ハ激シクダ」「＊殴ラレタ

通行人ハボカポカダ」「＊殴ラレタ通行人ハポカポカニダ」といった関係が成

立していない。「激シク」や「ポカポカ」や「ポカポカニ」は、「殴ル」といった動

き自身に内属している側面の様子である。したがって、これらは様態の副詞

である。「殴ル」は、結果の副詞を取ることはないと思われる。

（守認）
これらは、双方とも主体運動を表す動詞であるから、能動態でテイル形を

取って動きの最中を表す。

(l9) 太郎は机を壊している。

（辺） 男が壁を汚している。

四） 太郎が次郎を蹴っている。

（心小犬が花子を咬んでいる。

＠
 

(1<;)、⑳｀，l悉結果の副詞を取る他動詞の例である。にI)、血）乙遷墨2旦旦
を取らない他動詞の例である。例文が示すように、ともに、テイル形は動き

の最中として解釈される。しかしながら、受身化によって、対象が主体の位

置に持ってこられた場合、テイル形のpreferdreadingが異なってくる。

結果の副詞を取る他動詞の例、 Vり／）、は9I)は、受身化されれば（特に動作主

が表現されていない時は）、結果状態の持続として解釈される傾向にある

が、結果の副詞を取らない他動詞は、句9)、にど）が示すように、やはり勁

きの最中である。これは、結果の副詞を取る他動詞は、対象の状態変化を来

たすものであることから、受身化で対象が主体の位置に立つことにより、

「主体運動の動詞」であったものが、「主体変化の動詞」化する、ことによる。

それに対して、結果の副詞を取らない他動詞は、対象の状態が変化しないの

であるから、受身化されようが、やはり主体運動の動詞のままで残る。

（守略）

結果の副詞については、動詞との共起関係のあり方を動詞に指定しておく

ことが可能であった。これは、結果の副詞が、共起関係においてそれだけ動

詞と密接な存在であることを示している。結果の副詞とく着点＞を表す共演

成分には、つながり連続していくところが有る。様変えの勁詞は、

伍 彼は棒を（真っ黒に）焦がした。

僻 母は部屋を（きれいに）飾った。

のように、通例、結果の副詞は取りうるものの、着点を必要としない。とこ

ろが、様変えの動詞の中には、

⑲ 作業員は液体の酸性を生娃丘戻した。

細 父は塀を板塀からプロック塀に変えた。

のように、着点を取らないと意味的に充足しないものがある。このことから

も着点を表す共演成分と近い関係にある結果の副詞が、動詞の意味の充足に

とって、必要度の高い存在であることが分かろう。

また、着点を表す共演成分と結果の副詞の近さは

⑬ 父は息子を医重丘育てた。

碑 母は女手一つで息子を辛塾圧育てた。

のような例によっても、十分分かろう。微）の「医者二」は着点的である（綱）

は「息子ヲ医者ニシタ」に近い）のに対して、伍》の「立派二」は結果の副詞的

である。同じ動詞が、極めて近い意味と用い方で、着点と結果の副詞の双方

(lfり机が壊されている。

（加）壁が汚されている。

匂9) 次郎が殴られている。

四）花子が咬まれている。

を出現させうるのは、、釦着点と結果の副詞方直iいところに位置しているからで

7 
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教

育

専

攻

】

下
線
部
1

「
筆
者
の
《
語
彙
論
的
統
語
論
》
」
と
あ
る
が
、
こ
の
筆
者
は
誰
か
。
氏
名
を
答
え
な
さ
い
。

問
2

下
線
部
2

「
言
表
態
度
が
言
表
事
態
を
包
ん
で
、
有
る
、
と
い
っ
た
層
的
構
造
」
と
あ
る
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
構
造

の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
か
。
「
言
表
事
態
」
「
言
表
態
度
」
の
包
接
関
係
だ
け
で
な
く
、
両
者
そ
れ
ぞ
れ
の
内
部
構
造
を
構
成

す
る
文
法
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
層
状
構
造
に
も
着
目
し
て
詳
し
く
説
明
し
な
さ
い
。

問
3

下
線
部
3

「
田
か
ら
④
と
、
⑤
⑥
と
で
は
、
動
詞
に
対
す
る
意
味
ー
統
語
的
な
働
き
に
異
な
っ
た
所
が
あ
る
」
と
あ
る
が
、

田
S
⑥
の
各
例
文
に
つ
い
て
「
情
態
副
詞
」
の
働
き
を
具
体
的
に
解
説
し
た
上
で
、
「
山
か
ら
④
」
と
「
⑤
⑥
」
の
両
者
の
違
い

を
説
明
し
な
さ
い
。

問
1

括
弧
〈 r 

A
〉

〈

B

〉
に
そ
れ
ぞ
れ
ふ
さ
わ
し
い
術
語
（
文
法
用
語
）
を
入
れ
な
さ
い
。

以
上

問
5

下
線
部
4

「
⑨
か
ら
⑫
ま
で
と
⑬
か
ら
⑱
ま
で
は
、
意
味
|
統
語
的
に
少
し
ば
か
り
異
な
っ
た
所
を
有
し
て
い
る
」
と
あ
る

が
、
⑨
S
⑱
の
各
例
文
に
つ
い
て
「
あ
り
方
の
副
詞
」
の
働
き
を
具
体
的
に
解
説
し
た
上
で
、
「
⑪
か
ら
⑫
」
と
「
⑬
か
ら
⑱
」

の
両
者
の
違
い
を
説
明
し
な
さ
い
。

問
6

下
線
部
5

「
結
果
の
副
詞
を
取
る
他
動
詞
」
・
下
線
部
6

「
結
果
の
副
詞
を
取
ら
な
い
他
動
詞
」
に
当
て
は
ま
る
具
体
例
な
動

詞
を
、
そ
れ
ぞ
れ
5
語
ず
つ
挙
げ
な
さ
い
。
（
本
文
中
で
扱
わ
れ
て
い
る
動
詞
を
除
く
。
）

問
7

下
線
部
7

「
着
点
と
結
果
の
副
詞
が
近
い
と
こ
ろ
に
位
置
し
て
い
る
」
と
あ
る
が
、
動
詞
の
必
須
格
・
任
意
格
の
あ
り
方
と

そ
の
連
続
性
に
も
触
れ
な
が
ら
、
動
詞
の
格
成
分
と
副
詞
的
修
飾
成
分
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
論
じ
な
さ
い
。

問
8

下
線
部
1

「
筆
者
の
《
語
彙
論
的
統
語
論
》
」
と
あ
っ
た
が
、
こ
の
筆
者
の
「
語
彙
論
的
統
語
論
」
の
考
え
方
が
、
こ
の
本
文

中
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
実
現
さ
れ
て
い
た
と
思
う
か
。
そ
の
意
義
を
含
め
て
自
分
の
考
え
を
ま
と
め

な
さ
い
。

9, 99, 9 

拉。



た
と
え
ば
、

同
じ

詩
人
に
そ
の
性
格
や
個
性
が
あ
る
よ
う
に
、
詩
型
に
も
そ
の
性
格
や
個
性
が
あ
る
。

「
恋
」
や
「
別
れ
」
を
う
た
っ
て
い
て
も
、

の
詩
的
な
感
覚
や
情
緒
に
は
、

と
「
五
ヒ
五
」

れ
の
個
性
を
も
っ
て
い
る
。

に
、
「
か
た
ち
」
が

短
歌
や
俳
句
が
そ
れ
ぞ
れ
詩
型
と
し
て
の
個
性
を
も
っ
て
い
る
よ
う
に
、

し
か
も
、
漢
詩
の
詩
型
は
、

よ
っ
て
、

や
俳
句
よ
り
も
、

思
え
ば
、

も
な
い
。

で
あ
る
＂

乏
し
い
。

お
け
る

〔
共
通

B
〕

か
な
り
は
っ
き
り
し
た
相
違
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
気
が
つ
く
。

と
は
、
た
ん
に
「
4
1
1な
相
違
で
は
な
く
、
「
日
ー
1

・
性
格
的
な
相
違
を
生
む
の
で
あ
る
。

に
働
き
か
け
る
大
き
な
作
用
（
機
能
）
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
リ
ズ
ム
的
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。

詩
型
と
し
て
の
個
性
は
、

「
短
歌
」

す
な
わ
ち
、ま

た
、

が
あ
る
よ
う
に
、

る。
た
だ
こ
こ
で
、

「
こ
こ
ろ
」

の
五
七
五
七
七
、

こ
の
場
合
、

こ
の
意
味
に
お
い
て
、

”
美
の
か
た
ち
“

I l 

「
旧
体
詩
」

「
俳
旬
」

の
五
謡
八
句
・
七
苔
八
句
な
ど
ー
ー
い
ず
れ
も
、

の
主
要
定
型
で
あ
る
。

（
本
文
に
い
う

こ
の
た
め
、

「
主
要
定
型
」
）
と
比
較
し
つ
つ
、
あ
な
た
の

（
以
上
）

短
歌
で
う
た
う
か
、

俳
旬
で
う
た
う
か
に
よ
っ
て
、

漢
詩
の
絶
句
や
律
詩
や
古
体
詩
も
、

四
言
•
五
言
・
じ
言
・
雑
言
な
ど
の
よ
う
に
、

五
音
と
七
音
の
組
み
合
わ
せ
だ
け
を
基
本
と
す
る
短
歌

い
っ
そ
う
明
確
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

の
五
七
五
、

あ
る
い
は

「
絶
旬
」

の
五
言
四
句
・
ヒ
言
四
旬
、

千
数
百
年
か
ら
数
百
年
の
長
い
歴
史
を
生
き
抜
い
て
き
た
日
・
中
詩
歌

わ
れ
わ
れ
が
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
最
も
大
事
な
点
は
、

こ
れ
ら
の
主
要
な
定
型
詩
が
形
成
さ
れ
継
承
さ
れ
て
き
た
の
は
、

に
即
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
試
み
の
な
か
で
、

マ
ザ
ー
・
タ
ン
グ

母
語
と
す
る
人
々
の
共
通
の
美
的
感
覚
に
支
え
ら
れ
つ
つ
、

何
ら
の
法
律
・
道
徳
・
宗
教
等
が
強
制
し
た
結
果
で
も
な
い
。

最
も
自
然
で
美
し
い
と
感
じ
ら
れ
る
言
語
形
式
が
選
択
さ
れ
、

共
通
の
美
感
に
支
持
さ
れ
な
い
詩
型
は
、

長
い
時
間
を
へ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
、

た
と
え
一
時
的
に
流
行
し
た
と
し
て
も
、

長
く
各
国
詩
歌
史
を
代
表
す
る
い
く
つ
か
の
主
要
定
型
は
、

的
•
発
想
的
特
色
ー
ー
に
合
致
し
た
根
源
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

と
し
て
存
在
し
て
い
る
の
だ
と
い
っ
て
よ
い
＂

詩
歌
に
も
言
語
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る

”
美
の
か
た
ち
“
が
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
か
ら
で
あ

も
う
ひ
と
つ
見
逃
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
”
美
の
か
た
ち
“
と
し
て
の
主
要
定
型

は
、
ー
ー
そ
の
言
語
の
本
質
や
特
色
に
合
致
し
た
感
性
的
な
選
択
の
結
果
で
あ
る
が
ゆ
え
に
ー
ー
た
ん
に
”
静
的
な
美
の

ー

か
た
ち
“
と
し
て
機
能
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
言
語
の
抒
情
表
現
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
”
動
的
な
美
の
か
た
ち
“

と
し
て
も
機
能
し
て
い
る
、
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
宅
要
定
型
に
よ
る
限
り
、
作
者
も
読
者
も
、
そ
こ
に

ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム

集
約
的
に
充
た
さ
れ
た
当
該
言
語
の
”
気
（
生
気
）
の
流
れ
“
に
よ
っ
て
、
一
定
の
表
現
の
生
命
力
ヘ
の
実
感
が
保
証
さ

れ
て
い
る
、
と
い
う
効
果
を
も
つ
。
通
時
的
に
見
て
、
い
わ
ゆ
る
「
自
由
詩
」
も
「
散
文
詩
」
も
、
こ
う
し
た
主
要
定
型、。

ァ
ン
チ
・
テ
ー
ゼ

へ
の
補
完
”
な
い
し
は
”
反
措
定
“
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
が
、
各
国
詩
歌
史
の
実
態
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
し

こ
の
意
味
で
、
主
要
定
型
が
確
立
・
機
能
し
て
な
い
詩
歌
史
に
あ
っ
て
は
、
自
由
詩
や
散
文
詩
へ
の
試
行
の
成
果
も
、
そ

の
洗
練
・
鍛
錬
の
程
度
は
か
え
っ
て
不
十
分
だ
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

漢
字
二
字
の
対
義
語
が
入
る
。

次
の
文
章
（
松
浦
友
久
著
「
”
美
の
か
た
ち
“

中
国
古
典
文
栄

（
内
山
精
也
）

専
門
科
目． 
共
通
1, 9, 1 

つ
ま
り
、

そ
れ
は
ひ
と
え
に
、

し
た
が
っ
て
、

「
五
七
五
七
七
」

そ
れ
は
い
わ
ば
、

こ
れ
は
ま
さ

そ
れ
ぞ

詩
句
の
長
短
に

「
律
詩
」

以
下
の
事
実
で
あ
ろ
う
。

い
か
な
る
権
力
者
が
強
制
し
た
結
果
で

そ
の
言
語
の
性
格

そ
の
言
語
を

と
い
う
事
実

そ
の
継
承
性
は
明
ら
か
に

真
に
そ
の
言
語
の
特
色
ー
ー
音
声

そ
の
言
語
に

美
術
や
畠
楽
や
建
築
に
そ
れ
ぞ
れ
美
の
か
た
ち

[
問
-
]
空
欄

a
.
b
に
は
、

書
で
記
し
な
さ
い
。

[
悶
-
]
傍
線
ー
「
動
的
な
美
の
か
た
ち
」
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
か
。
本
文
の
内
容
に
即
し
て
説
明
せ
よ
。

厨
三
]
こ
の
文
は
、
各
国
詩
歌
史
に
お
け
る
定
型
詩
の
、
二
つ
の
重
要
性
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。
そ
の
二
つ

を
簡
潔
に
要
約
せ
よ
。

[
問
四
]
中
国
の
「
新
詩
」
に
つ
い
て
、

考
え
を
簡
潔
に
述
べ
な
さ
い
。

そ
れ
ぞ
れ
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
語
を
解
答
用
紙
に
楷

と
し
て
の
主
要
定
型
」
）
を
読
み
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

【
国
語
教
育
専
攻
】

修
士
課
程
外
国
学
生
入
学
試
験
問
題

I
O
 

I
 

そ

＿
五
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
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次
に
示
す
の
は
、
樋
ロ
一
葉
の

ん
で
、
以
下
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
描
か
れ
て
い
る
か
、
概
要
を
ま
と
め
な
さ
い
。

こ
の
作
品
に
関
し
て
、
激
賛
し
た
三
名
の
文
学
者
た
ち
の
氏
名
を
記
し
な
さ
い
。

問 問 【
共
通

C】
近
代
文
学
（
金
井
）

しil9 99 9 』

の約？こ ＊ 

み束そそ美｀
攀は通含登ど
めてへ利＇
て し ‘ は
筆さ無なかか
やくけの
の ‘て日ひ
店念さもを
に”し町い始を
手；もにめ
踊fにぉ遊念に
の中奈ぶ臼し
活含よ事呈てa

澄gしを生；
さ成芍せれ
は け ず か
再名れ ‘tま
びよど闘友tり
見み正ヒ逹忠し
る太よさ“様？
に と び の
攀さし身',
くへがの
成芽にり振合
け親とて零
るし誤
‘まひ用う
人；てにあ
t益とる
怪念い行ゆ折苓
しつけ応
がもば廓よ
り 趾均今：のわ
てかに姉含
病；し今；の
ひ氣げにも
のにとと
痴顔含空ぢに

か
c
i
鯰
ぶ
む
も
ず
れ
ど
も
畠
―
人
ほ
と
突
み
て
氏
‘
竿
に
お
蜘
芸
鬱
欝
ま
す
る
、
こ
れ
は
弗

炉
争
誓
あ
り
げ
に
管
は
れ
t
‘
知
ら
ぬ
轡
尉
晶
と
も
賦
は
れ
ず
、
姓
が
し
う
配
馬
し
う
町

っ
た
と
要
め
る
も
あ
れ
氏
犯
寄
諏
革
ぃ
デ
如
繁
し
に
し
た
と
翫
る
も
あ
り
、
諏
叩
困
瞬
口
、
知
の
樹

え
し
や
う
即
し
く
町
り
て
皿
坦
が
愛
叡
も
即
く
如
ざ
れ
に
、
平
紀
な
／
＼
5
苧
即
町
患
、
あ
れ
は
配
が

け
の
艇
め
と
し
る
伍
峯
各

v詈
ゞ
ろ
攀
げ
』
、
雙
贔
す
る
一
＿
＿
五
野
野
魯
亨
〔
昌

ら
ず
樹
叫
て
は
叫
え
ぬ
J

鼠

忍

繁

繁

撃

鬱

色

蓋

る

〕

即

詈

姜

饗

易

え

て

即

か

ざ

り

き

、

加

し
意
釦
ぜ
ぱ
菜
ま
4

長
手
蔚
め
て
、
虻
囚
し
ば
ら
く
雀
し
の
即
言
寄
れ
を
寄
れ
と
も
賦
は
れ
ず
、

層

如

か

し

う

の

知

筍

け

る

に

、

町

釦

喜

會

鸞

長

俎

よ

り

さ

し

屯

き
し
瞬
の
第
け
り
、
雷
れ
珈
缶
攀
と
細
る
よ
し
智
け
れ
ど
、
穿
配
莉
i
i
u
犀
ゆ
ゑ
と
な
く
犀
か
し
き
思
ひ

3

っ

た

さ

そ

0

塁
患
攀
の
一
輯
ざ
し
』
穴
れ
て
眼
し
伍
叩
き
呵
を
め
で
け
る
が
、
即
く
と
も
ふ
：
、
し
に
偲
へ
聞
く
其

鱈

野
け
の
田
届
盟
犀
が
し
の
駆
忠
に
轡
密
へ
ぬ
心
へ
差
冒
な
り
し
と
知
。
（
終
）

専
門
科
目

゜
『
た
け
く
ら
べ
』
(
-
八
九
六
年
）

共

1 9 

の
末
尾
の
文
章
で
あ
る
。

【
国
語

こ
れ
を
読

育
専
攻
】

修
土
課
呈
外
国
学
生
入
学
試

題

I
O
 

I
 

＿
五
年
度
早
稲
田
大
学
大
学

育
学
研
究

14 



次
に
示
す
の
は
、

の
問
い
に
答
え
な
さ
い 夏

目
漱
石
「
倫
敦
塔
」
（
『
帝
国
文
学
』
一
九

0
五
年
一
月
）

（
表
記
は
現
行
の
も
の
に
改
め
て
い
る
）
。

二
年
の
留
学
中
た
だ
一
度
倫
敦
塔
を
見
物
し
た
事
が
あ
る
。
そ
の
後
再
び
行
こ
う
と
思
っ
た
日
も
あ
る
が
や
め
に
し
た
。
人
か
ら
誘
わ
れ
た

も
つ
と

事
も
あ
る
が
断
わ
っ
た
。
一
度
で
得
た
記
憶
を
二
返
目
に
打
壊
す
の
は
惜
い
、
三
た
び
目
に
拭
い
去
る
の
は
尤
も
残
念
だ
。
「
塔
」
の
見
物
は

一
度
に
限
る
と
思
う
。

行
っ
た
の
は
着
後
間
も
な
い
う
ち
の
事
で
あ
る
。
そ
の
頃
は
方
角
も
よ
く
分
ら
ん
し
、
地
理
な
ど
は
固
よ
り
知
ら
ん
。
ま
る
で
御
殿
場
の
兎

が
急
に
日
本
橋
の
真
中
へ
揃
り
出
さ
れ
た
よ
う
な
心
持
ち
で
あ
っ
た
。
表
へ
出
れ
ば
人
の
波
に
さ
ら
わ
れ
る
か
と
思
い
、
家
に
帰
れ
ば
汽
車
が

自
分
の
部
屋
に
衝
突
し
は
せ
ぬ
か
と
疑
い
、
朝
夕
安
き
心
は
な
か
っ
た
。
こ
の
響
き
、
こ
の
群
集
の
中
に
二
年
住
ん
で
い
た
ら
わ
が
神
経
の
繊

維
も
遂
に
は
鍋
の
中
の
魅
海
苔
の
如
く
べ
と
べ
と
に
な
る
だ
ろ
う
と
マ
ク
ス
・
ノ
ル
ダ
ウ
の
『
退
化
論
』
を
今
更
の
如
く
大
真
理
と
思
う
折
さ

え
あ
っ
た
。

し
か
も
余
は
他
の
日
本
人
の
ご
と
く
紹
介
状
を
持
っ
て
世
話
に
な
り
に
行
く
宛
も
な
く
、
ま
た
在
留
の
旧
知
と
て
は
無
論
な
い
身
の
上
で
あ

こ

わ

ご

わ

よ

う

た

し

る
か
ら
、
恐
々
な
が
ら
一
枚
の
地
図
を
案
内
と
し
て
毎
日
見
物
の
た
め
も
し
く
は
用
達
の
た
め
出
あ
る
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
無
論
汽
車
へ

は
乗
ら
な
い
、
馬
車
へ
も
乗
れ
な
い
、
滅
多
な
交
通
機
関
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
と
、
ど
こ
へ
連
れ
て
行
か
れ
る
か
分
ら
な
い
。
こ
の
広
い
倫

敦
を
蜘
蛛
手
十
字
に
往
来
す
る
汽
車
も
馬
車
も
電
気
鉄
道
も
鋼
条
鉄
道
も
余
に
は
何
ら
の
便
宜
を
も
与
え
る
事
が
出
来
な
か
っ
た
。
余
は
や
む

を
得
な
い
か
ら
四
ツ
角
へ
出
る
た
び
に
地
図
を
披
い
て
通
行
人
に
押
し
返
さ
れ
な
が
ら
足
の
向
く
方
角
を
定
め
る
。
地
図
で
知
れ
ぬ
時
は
人
に

聞
く
、
人
に
聞
い
て
知
れ
ぬ
時
は
巡
査
を
探
す
、
巡
査
で
ゆ
か
ぬ
時
は
ま
た
外
の
人
に
尋
ね
る
、
何
人
で
も
合
点
の
行
く
人
に
出
逢
う
ま
で
は

捕
え
て
は
聞
き
呼
び
掛
け
て
は
聞
く
。
か
く
し
て
漸
く
わ
が
指
定
の
地
に
至
る
の
で
あ
る
。

「
塔
」
を
見
物
し
た
の
は
あ
た
か
も
こ
の
方
法
に
よ
ら
ね
ば
外
出
の
出
来
ぬ
時
代
の
事
と
思
う
。
来
る
に
来
所
な
く
去
る
に
去
所
を
知
ら
ず

と
い
う
と
禅
語
め
く
が
、
余
は
ど
の
路
を
通
っ
て
「
塔
」
に
着
し
た
か
ま
た
如
何
な
る
町
を
横
ぎ
っ
て
わ
が
家
に
帰
っ
た
か
い
ま
だ
に
判
然
し

な
い
。
ど
う
考
え
て
も
思
い
出
せ
ぬ
。
た
だ
「
塔
」
を
見
物
し
た
だ
け
は
悔
か
で
あ
る
。
「
塔
」
そ
の
物
の
光
景
は
今
で
も
あ
り
あ
り
と
眼
に
浮

べ
る
事
が
出
来
る
。
前
は
と
問
わ
れ
る
と
困
る
、
後
は
と
尋
ね
ら
れ
て
も
返
答
し
得
ぬ
。
た
だ
前
を
忘
れ
後
を
失
し
た
る
中
間
が
会
釈
も
な
く

明
る
い
。
あ
た
か
も
闇
を
裂
く
稲
妻
の
眉
に
落
る
と
見
え
て
消
え
た
る
心
地
が
す
る
。
倫
敦
塔
は
宿
世
の
夢
の
焼
点
の
よ
う
だ
。

と

ば

リ

が

ん

ち

ゅ

う

倫
敦
塔
の
歴
史
は
英
国
の
歴
史
を
煎
じ
詰
め
た
も
の
で
あ
る
。
過
去
と
い
う
怪
し
き
物
を
蔽
え
る
戸
帳
が
自
ず
と
裂
け
て
寵
中
の
幽
光
を

二
十
世
紀
の
上
に
反
射
す
る
も
の
は
倫
敦
塔
で
あ
る
。
凡
て
を
葬
る
時
の
流
れ
が
逆
し
ま
に
戻
っ
て
古
代
の
一
片
が
現
代
に
漂
い
来
れ
リ
と
も

見
る
べ
き
は
倫
敦
塔
で
あ
る
。
人
の
血
、
人
の
肉
、
人
の
罪
が
結
晶
し
て
馬
、
車
、
汽
車
の
中
に
取
リ
残
さ
れ
た
る
は
倫
敦
塔
で
あ
る
。

こ
の
倫
敦
塔
を
塔
橋
の
上
か
ら
テ
ー
ム
ス
河
を
隔
て
て
眼
の
前
に
望
ん
だ
と
き
、
余
は
今
の
人
か
将
た
古
え
の
人
か
と
思
う
ま
で
我
を
忘
れ

あ

く

お

け

て
余
念
も
な
く
眺
め
入
っ
た
。
冬
の
初
め
と
は
い
い
な
が
ら
物
静
か
な
日
で
あ
る
。
空
は
灰
汁
桶
を
掻
き
交
ぜ
た
よ
う
な
色
を
し
て
低
く
塔
の

上
に
垂
れ
懸
っ
て
い
る
。
壁
土
を
溶
し
込
ん
だ
よ
う
に
見
ゆ
る
テ
ー
ム
ス
の
流
れ
は
波
も
立
て
ず
音
も
せ
ず
無
理
矢
理
に
動
い
て
い
る
か
と
思

わ
る
る
。
帆
懸
舟
が
一
隻
塔
の
下
を
行
く
。
風
な
き
河
に
帆
を
あ
や
つ
る
の
だ
か
ら
不
規
則
な
三
角
形
の
白
き
翼
が
い
つ
ま
で
も
同
じ
所
に
停

っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
伝
馬
の
大
き
い
の
が
二
艘
上
っ
て
来
る
。
た
だ
一
人
の
船
頭
が
鱚
に
立
っ
て
艤
を
漕
ぐ
、
こ
れ
も
殆
ん
ど
動
か
な
い
。

塔
橋
の
欄
干
の
あ
た
リ
に
は
白
き
影
が
ち
ら
ち
ら
す
る
、
大
方
鴎
で
あ
ろ
う
。
見
渡
し
た
と
こ
ろ
凡
て
の
物
が
静
か
で
あ
る
。
物
憂
げ
に
見
え

る
、
眠
っ
て
い
る
、
皆
過
去
の
感
じ
で
あ
る
。
そ
う
し
て
そ
の
中
に
冷
然
と
二
十
世
紀
を
軽
蔑
す
る
よ
う
に
立
っ
て
い
る
の
が
倫
敦
塔
で
あ
る
。

汽
車
も
走
れ
、
電
車
も
走
れ
、
い
や
し
く
も
歴
史
の
あ
ら
ん
限
リ
は
我
の
み
は
か
く
て
あ
る
べ
し
と
い
わ
ぬ
ば
か
リ
に
立
っ
て
い
る
。
そ
の
偉

大
な
る
に
は
今
更
の
よ
う
に
驚
か
れ
た
。
こ
の
建
築
を
俗
に
塔
と
称
え
て
い
る
が
塔
と
云
う
は
単
に
名
前
の
み
で
実
は
幾
多
の
櫓
か
ら
成
り
立

じ
し
ろ

つ
大
き
な
地
城
で
あ
る
。
並
び
羞
ゆ
る
櫓
に
は
丸
き
も
の
角
張
リ
た
る
も
の
色
々
の
形
状
は
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
陰
気
な
灰
色
を
し
て
前
世
紀

の
紀
念
を
永
劫
に
伝
え
ん
と
誓
え
る
如
く
見
え
る
。
九
段
の
遊
就
館
を
石
で
造
っ
て
二
、
三
十
並
べ
て
そ
う
し
て
そ
れ
を
虫
眼
鏡
で
覗
い
た
ら

あ
る
い
は
こ
の
「
塔
」
に
似
た
も
の
は
出
来
上
り
は
し
ま
い
か
と
考
え
た
。
余
は
ま
だ
眺
め
て
い
る
。
セ
ピ
ヤ
色
の
水
分
を
も
っ
て
飽
和
し
た

る
空
気
の
中
に
ぼ
ん
や
リ
立
っ
て
眺
め
て
い
る
。
二
十
世
紀
の
倫
敦
が
わ
が
心
の
裏
か
ら
次
第
に
消
え
去
る
と
同
時
に
眼
前
の
塔
影
が
幻
の
ご

ね

た

と
き
過
去
の
歴
史
を
わ
が
脳
裏
に
描
き
出
し
て
来
る
。
朝
起
き
て
啜
る
渋
茶
に
立
つ
煙
リ
の
痣
足
ら
ぬ
夢
の
尾
を
曳
く
よ
う
に
感
ぜ
ら
る
る
。

暫
く
す
る
と
向
う
岸
か
ら
長
い
手
を
出
し
て
余
を
引
張
る
か
と
怪
し
ま
れ
て
来
た
。
今
ま
で
仲
立
し
て
身
動
き
も
し
な
か
っ
た
余
は
急
に
川
を

渡
っ
て
塔
に
行
き
た
く
な
っ
た
。
長
い
手
は
な
お
な
お
強
く
余
を
引
く
。
余
は
忽
ち
歩
を
移
し
て
塔
橋
を
渡
リ
懸
け
た
。
長
い
手
は
ぐ
い
ぐ
い

牽
く
。
塔
橋
を
渡
っ
て
か
ら
は
一
目
散
に
塔
門
ま
で
馳
せ
着
け
た
。
見
る
間
に
三
万
坪
に
余
る
過
去
の
一
大
磁
石
は
現
世
に
浮
瀞
す
る
こ
の
小

鉄
屑
を
吸
収
し
お
わ
っ
た
。
門
を
入
っ
て
振
リ
返
っ
た
と
き
、

【
共
通
D
】
近
代
文
学
（
五
味
渕
）
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専
門
科
目

共゚
通
I I 

の
冒
頭
部
分
で
あ
る
。
文
章
を
読
み
、

【
国
語
教
育
専
攻
】

修
土
課
程

I

O

I
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二
0
二
五
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

修
土
課
程
外
国
学
生
入
学
試
験
問
題

専

門

科

目

。

共

通

【

国

語

教

育

専

攻

】

く
く

憂
い
の
国
に
行
か
ん
と
す
る
も
の
は
こ
の
門
を
潜
れ
。

永
劫
の
呵
責
に
遭
わ
ん
と
す
る
も
の
は
こ
の
門
を
く
ぐ
れ
。

迷
惑
の
人
と
伍
せ
ん
と
す
る
も
の
は
こ
の
門
を
く
ぐ
れ
。

さ
い
じ
よ
う
ち

正
義
は
高
き
主
を
動
か
し
、
神
威
は
、
最
上
智
は
、
最
初
愛
は
、
わ
れ
を
作
る
。

我
が
前
に
物
な
し
た
だ
無
窮
あ
リ
我
は
無
窮
に
忍
ぶ
も
の
な
り
。

こ
の
門
を
過
ぎ
ん
と
す
る
も
の
は
い
っ
さ
い
の
望
を
捨
て
よ
。

と
い
う
句
が
ど
こ
ぞ
で
刻
ん
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。
余
は
こ
の
時
す
で
に
常
態
を
失
っ
て
い
る
。

9,  9 

本
文
の
該
当
箇
所
を
具
体
的
に
示
し
な
が
ら
、

あ
な

傍
線
部
「
見
る
間
に
三
万
坪
に
余
る
過
去
の
一
大
磁
石
は
現
世
に
浮
滸
す
る
こ
の
小
鉄
屑
を
吸
収
し
お
わ
っ
た
」
と
あ

る
が
、
ど
う
い
う
こ
と
か
。
本
文
の
文
脈
に
即
し
て
説
明
し
な
さ
い
。

問
二
こ
の
場
面
か
ら
読
み
取
れ
る
語
り
や
表
現
上
の
工
夫
に
つ
い
て
、

た
の
考
え
を
述
べ
な
さ
い
。

lb 
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い

る

の

は

ど

う

い

う

点

だ

と

考

え

ら

れ

る

か

。

以

下

は

あ

る

小

説

の

冒

頭

部

分

で

あ

る

。

こ

の

文

章

の

語

り

方

の

特

徴

に

つ

い

て

説

明

し

た

う

え

で

、

こ

の

部

分

が

そ

の

後

の

展

開

に

果

た

す

役

割

を

論

じ

な

さ

い

。

〖
共
通
E

近
代
文

（

和

田

）

蛤

胃

置

緊

鬱

釘

鰤

犀

い

て

知

0
で
も
な
か
ら
う
。
釦
っ
た
け
れ
ど
も
釦
り
の
諏
ぢ
や
か
ら
．
ヂ
を
鷲
る
さ
へ
零
く
る
し

ひ

っ

は

i

i

ぃ
，
旅
の
法
衣
の
袖
を
か
、
け
て
。
表
紙
を
附
け
た
折
本
に
な
っ
て
る
の
を
引
張
り
出
し
た
。

ひ

だ

ほ

ん

こ

だ

ち

に

み

ぎ

ひ

だ

り

や

2

て

の

飛
騨
か
ら
似
把
鰤
え
る
配
叩
の
皿
叩
で
、
ね
印
匹
即
ら
は
う
と
い
ふ
一
本
の
樹
立
も
無
い
、
右
も
左
も
山
ば
か
り
ぢ
ゃ
、
手
を
伸
ば
す
と

み

a

詈
さ
う
な
峰
が
あ
る
と
ふ
そ
其
の
配
ふ
が
の
乗
り
f
舶
沢
ぎ
っ
て
ヽ
齋
ぶ
耐
も
冗
ぷ
、
町
の
朗
虹
厨
え
ぬ
。

畢
釦
と
の
鵬
戸
彎
―
刈
叫
ば
か
り
や
が
翡
と
攀
し
い
釦
孵
の
知
町
の
年
も
印
い
ほ
ど
に
妍
え
犀
つ
た
却
即
が
、
声
k
t
と
霞
い
尻
二
霊

の

蒼

が

さ

し

の

か

づ

ヵ

ん

み

の
檜
笠
に
凌
い
で
、
毎
9
圏
面
を
見
た
。
L

雷

昏

ぅ

い

つ

て

．

薗

篇

芍

相

索

せ

、

攣

鴨

如

へ

な

が

ら

即

町

い

た

。

し

ゃ

う

に

ん

な

二

〒

こ

三

ら

ん

つ

る

が

ag
ゃ

ぎ

い

乞

全

く

ら

っ

と

蒼

わ

た

し

し

か

ぎ

:
4

み
を

星
に
な
っ
た
上
人
は
、
名
古
屋
か
ら
此
の
越
町
敦
賀
の
旅
籠
屋
に
来
て
、
今
し
が
た
枕
に
就
い
た
時
ま
で
、
私
が
知
つ
て
る
限
り
餘
り
仰

む

た

ち

じ

ん

ぶ

つ

向
け
に
な
っ
た
こ
と
の
な
い
、
町
り
膨
鉱
と
し
て
輯
を
虻
な
い
質
の
人
物
で
あ
る
。

l

欝

雷

瑯

開

庶

贔

各

臀

寃

り

組

ん

だ

と

攀

え

て

釈

る

、

星

の

阿

撃

寄

れ

て

、

殿

寄

如

く

辮

へ

た

か

ら

即

鬱

に

も
留
ま
ら
な
か
っ
た
。

は

こ

た

か

た

ゞ

し

や

う

に

ん

わ

に

し

ふ

た

り

冨
の
釦
叩
繋
鰤
畠
煕
即
は
翫
竿
せ
た
や
う
に
、
租
鰤
下
り
た
の
で
、
函
の
中
に
は
唯
上
人
と
私
と
二
人
に
な
っ
た
。

恩
汗
密
鰍
卑
贔
祀
畠
震
聟
つ
て
、
ゲ
パ
釦
賣
に
A
g
ら
う
と
い
ふ
、
な
ず
町
で
は
定
伊
だ
っ
た
か
ら
、
即
に
ひ
ユ
初
迄
雰
賢
っ
た
。

雷
山
t
攀
じ
く
寄
餌
条
め
た
の
で
あ
る
が
。
声
斎
け
る
と
、
ば
ら
く
釦
ぎ
響
つ
た
、
翫
戚
の
ア
銅
な
の
で
。

に

ん

じ

ん

か

ん

べ

ぅ

く

つ

；

＼

わ

ら

だ

（
や
あ
、
人
参
と
干
瓢
ば
か
り
だ
。
）
と
配
饂
ッ
か
し
く
即
叩
し
た
。
叫
卯
鵬
を
町
て
鰤
町
は
即
へ
配
ね
た
も
の
と
虻
え
る
、
吃
々
と
笑
ひ
出

し
た
．
町
よ
り
井
八
ば
か
り
な
り
、
郎
国
に
は
そ
れ
か
ら
成
つ
た
の
だ
が
、
即
け
ば
年
か
ら
攣
町
へ
行
つ
て

b

変
は

aふ
が
知
平
守
に
翫
ね
る

も
の
が
あ
る
、
餡
し
釈
賽
に
一
痒
｀
と
の
こ
と
。

問

二

以

下

の

論

の

中

で

、

者

が

最

も

重

要

な

論

点

と

し

て

そ

の

理

由

と

と

も

に

分

か

り

や

す

く

説

明

し

な

さ

い

。

言
う
ま
で
も
な
く
、
大
正
と
い
う
時
代
は
、
第
一
次
大
戦
後
の
国
威
発
揚
を
背
景
と
し
つ
つ
、
明
治
以
来
の
諸
制

度
の
矛
盾
が
大
衆
の
前
に
次
々
露
呈
さ
れ
る
こ
と
で
、
そ
れ
を
「
改
造
」
し
よ
う
と
す
る
お
び
た
だ
し
い
論
議
と
と

も
に
あ
っ
た
と
言
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。
産
業
構
造
は
、
よ
う
や
く
商
工
業
か
ら
重
工
業
へ
と
転
換
し
、
そ
れ
が
金

融
資
本
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
あ
ら
た
に
再
編
さ
れ
る
と
と
も
に
、
戦
争
に
伴
う
い
わ
ゆ
る
「
成
金
」
現
象
も
生
ま

れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
普
通
選
挙
法
と
労
働
運
動
の
昂
揚
や
、
大
学
令
の
改
革
に
よ
る
私
立
大
学
の
昇
格
や
婦
人
の

権
利
へ
の
注
目
な
ど
、
い
わ
ば
経
済
・
政
治
・
文
化
に
わ
た
る
諸
制
度
が
著
し
い
変
容
の
さ
な
か
に
あ
っ
た
こ
と
を

思
え
ば
、
「
民
衆
を
啓
蒙
」
す
る
必
要
性
は
、
こ
の
森
本
に
限
ら
ず
誰
の
目
に
も
明
ら
か
な
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
す
。

そ
の
「
啓
蒙
」
に
対
応
す
る
の
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
発
展
で
す
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
川
路

柳
虹
は
「
文
芸
の
特
殊
化
と
通
俗
化
ー
通
俗
小
説
と
今
後
の
文
壇
」
（
『
新
潮
』
大
一
四
・
六
）
の
な
か
で
、
通
俗
小
説

こ
。
、

と
は
「
文
芸
そ
れ
自
身
の
問
題
と
云
ふ
よ
り
文
芸
と
そ
の
読
者
の
問
題
で
あ
る
」
と
明
確
に
述
べ
て
い
ま
し
f
し

わ
ゆ
る
「
読
者
」
と
い
う
問
題
が
こ
こ
に
明
確
に
浮
上
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
言
い
換
え
れ
ば
「
今
日
の
ジ
ャ
ナ
リ

ズ
ム
と
コ
ン
マ
シ
ャ
リ
ズ
ム
と
の
結
託
」
と
い
う
新
し
い
事
態
の
到
来
で
あ
り
、
そ
の
な
か
で
は
作
家
も
ま
た
「
意

。
こ
の
川
路
の
論
議
は
、
批

識
的
に
―
つ
の
作
品
の
商
品
的
価
値
を
高
め
や
う
と
心
が
け
る
」
と
も
言
っ
て
い
ま
す

評
的
な
希
求
で
も
要
請
で
も
な
く
、
す
で
に
事
実
上
の
認
識
と
言
っ
て
も
よ
く
、
そ
の
こ
と
は
ま
た
「
真
珠
夫
人
」

が
、
「
新
聞
」
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
圧
倒
的
に
歓
迎
さ
れ
た
と
い
う
背
景
が
、
彼
の
記
憶
に
あ
る
か
ら
で
す
。

（
日
高
昭
二
『
菊
池
寛
を
読
む
』

に
よ
る
）

し＇’i

門

共゚

,Lー一’

【
国
語
教
育
専
攻
】

外
国
学
生
入
学

問

I
O
 

I
 

＿
五
年
度
早
稲
田
大
学
大
学

育

研

n
 



← 

裏
面
に
続
く

← 

問
題
番
号

、
＼
ー
／（

 

選
択

研究指導

教員名（ ） 

受験番号

氏 名

[
専
門
科
目
]

修
土
課
程

二
0
二
五
年
度

【
国
語
教
育
専
攻
】

早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

一
般
・
外
国
学
生
入
学
試
験

I I | l | I 
i ! I I I ! 
I I I I I I 
I I I I I I 
I I I I I I 
I I I I I I 

I I I I I I 

I I I I I I 
I I I I I I 
I I I I I I 
I I I I I I 

I I I I I I 

I I I I I I 
I I I I I I 
I I I I I I 

I I I I I I 
I I I I I I 
I I I I I I 
I I I I I I I I I I I I 

I I I I I I 
I I I I 

I I I I I I I I I I I I 

I I I I I I 

I I I I I I 
I I I I 

I I I I I I 

I I 

I I I I 

] II 

I 

111  

I I I 

I I I I 
I I I I 

I I I I I i I 
i I I i i 
I I i i i 
i I I ! I 

I I I I I I I I I I I 

I I I I I I 
I I i I 
I I I I I 
I I I I I I 
I I I I I 

111111  I I I I I 
I I I I I 
I I I I I 

I I I 

I I I I I I I 
I I I I I I I 

I I I I I 

I I I I I I I I 
I I I I I I I I 
I I I I I I I I 

I I I I I I 
I I I I I 
I I I I I I 
I I I I I I 
I I I I I I 

I I I I I I 

11111 I I I I I I 
I I I I I I 
I I I I I I 

I I I I I I 
I I I I I I 

1 | l 
I I 

I I I I I I 
I I I I 
I I I I 

I I I I 

I 

I I I 

I I I 

解
答
用
紙

大学記入欄



→ 

→ 

← 

裏
面
を
使
用
す
る
揚
合
こ
こ
か
ら
記
入
す
る
こ
と

I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I 

111111111111111  I I I I I I I I I I I I I I I I 

111111111111111  I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I 
I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I 

111111  111111111111  11  111111  1111  I 

111111111111111  I I I I I I I I I I I I I I I I 

111111111111111  I I I I I I I I I I I I I I I I 
111111111111111 I I I I I I I I I I I I I I I I 

I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I 
I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I 

I I I I I I I I I I I I I 111111111111111  

111111111111111 I I I I I I I I I I I I I I I I 

111111111111111  I I I I I I I I I I I I I I I I 

こ
こ
ま
で

← 



← 

← 

問
題
番
号

、ヽ
j（

 

共
通

I 

I I 

I I 

I I 

1 I I I I 
! I I I I I 

I I I I I I 
I I 

I I I 

111111  

I I I I I 
I I I I I 

I I I ! 

I I I I l ! | | 

I I I I 
I I I I ! ! I I 
I I I I 
I I i I 
I i I I 
I I I I 
I I I I 
I I I I 
I I I I 

I I I I 
I I I I 
I I I I 

I 1 1  I 

I 
l'  
| | .  
I l 

！ 

I I I I I I I I I I I I I 
I I I I I 
i I i I I 

I I I I I I I 

I I I I I I I 
I I I I I I 

I I I I I I I 
I I I I I I 
I I I I I 
I I I I I I I 
I I I I I I 1 

1 1 11 1  I I I I I I I I 
I I I I I I I I 

I I I I I I I I 
I ! 

I I I 
I I I I I 

] : : I I 

裏
面
に
続
く

研究指導

教員名（ ） 

受験番号

氏 名

[
専
門
科
目
]

修
土
課
程

【
国
語
教
育
専
攻
】

] 1 : 

一
般
・
外
国
学
生
入
学
試
験
解
答
用
紙

二
0
二
五
年
度

早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科



→ 

こ
こ
ま
で

→ 

I I I I I I I ョ： I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I 

11 I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I 

111111111111111  I I I I I I I I I I I I I I I I 

111111111111111  I I I I I I I I I I I I I I I I 

111111111111111  I I I I I I I I I I I I I I I I 
I I I I I I I I I I 1.1 I I I I I I I I I I I I I I I I I I 

I I I I I I I I I I I I : I I I I I I I I I I I I I I I I I I I 

111111111111'111111111111111  I I I I 
I I I I I I I I I I I I I I I 111111111111111  

111111111111111  I I I I I I I I I I I I I I I 1 

I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I 

I ! I i i 1 1 : ] ]!i I i : ] ] I II I I1 1 : I 

← 

裏
面
を
使
用
す
る
場
合
こ
こ
か
ら
記
入
す
る
こ
と

← 




